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明自･; ｑ!!（ｎ 口ぐ学）

【 ＷΛＴ（汁F 式言､j連想テスト）には、様式 １と吸式２があり、

どちらt,。あまり差がない、ということで川いられてきた。ここで

はその’こつを比較した。結果はやはり人麓はないということであ一一j

だ。ＳＳ｛ねI汗 大学| 浮 洲１年次’？|ﾐと教伊F 部3 年次学生である。

キーワード

はしがき

all 構造、大‘'7:数準教育．評価、ＩｗＡＴ

今

yNa で 考える孜科は、- 一応数fy:としておく。学習者の認知構造の測定川具は、1960 年代前半

に、F琳4教ずβ）･!lfでアメリカにおいてjohnson らによりて1311允されてきた。‥一方、数学教介分1!F

ではGealhl らによる６のが最初と考えられる（Gccｓlin and Shaｖelｓｏｎ,1975ab）。これらの先

行研究で川いられたlq定川貝は、ａ語追想テスト、類似tl斯 テスト、カード選びテスト、そしてグ

ラフ作りテスト等であった（Brａｎｃａ．1980;Shaｖelson and Stａｎtｏrl,1975）。

t1本では、1970 年代になって社会科等で同Lj カテゴリーに1,1;すると想われる用只が1則発され、

理斜教育で61980 年に報告があった。

下者は数゛r救介う汐Fでll述の４川八をいろいろ試作し人学fliをＳｓ（被験者）にしてテストを緩

り返し、原Ｍを大柚に改窪した･ 応のぶli連想テストを試作しその使川手舶と一緒に公表した（佐

伯、198Dab; 19Slab;1932）。これをアメリカのt,のと区5311してごF 式 ぷ11連想テス1 （ヽ略して、“

１式ＷＡテスト’、“Ｉ　ＷΛテスト’‘万と呼び。最近ぱ ＩＷΛＴ”と呼ぷようになｰ=､た）と叶

んだ。

ＩＷＡＴの川具であるが、研究を･liねているうちに、テスト処哩のｌ ステーyプであるF プロトコ

ール川紙j が出てくるが、これを初めからテスト川紙として用いても良いということで使川し始め

た用紙がある。これを元のＩＷＡＴ川紙と区別して、Ｉ ＷＡ Ｔｌｌ式2 （１ Ｗ Ａ Ｔ ｖｅrs i・n2 ）と

名付けた。これに刹し元の川紙をＩＷＡＴ様式１（ＩＷＡＴ ｖｅｒｓｊ・ １）と言うことにした。Ｉ

ＷΛＴの川!!は数岸で川いている助は様式１が多いが、授業認知の測定に用いられるようになって

から。様式２６多くな-Jてきた（佐肛1983 ）。　最近になってそのステソプ数が１段階少なくな

るということで数学でも様式２を川いろことが多くなってきた。こうなると、数学で川いた時、様

式１と様式２が|･il L; なのか。違うのか、違うとすればどのように違うのか、苓を明らかにＬてお（

必要に迫られた。

本Jiaでは、このような背景から、１ＷＡＴの様式 １と様式２でテストした結果から。その関係を

明らかにすることにする。桔jQを､iえぱ、 Ｈ及IU を川いても、様式２を川いて4.3大濫はない１と

いうことである。

２　１Ｗ
‥
ΛΥ様式卜どJW 八TF 叫 ７
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ＩＷＡＴＵ式 １とＩＷＡＴ応t2 の既21を即11に触れる。なの欄口 よIW ΛTlll! 1の応り を、

右の帥 こは瞰式２を記す。どちらもキーワードの個数を仮に４個とし･G1!す。

（様式｜）（0、Qり、･‥　 キーワード　　　　 （1轟Ｑ ）縦の謡から陥を虻て交わ-j

次の語のうち、２認をとった時-･方から　　　　　　た棚の上の語が連恕される|晴は1･と記人

他方ｶ随 想される時パス（線）で結びな　　　　 Ｌ、辿想されない1崎はそのままにしてお

さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いてドさい。

回
回
　

回

Ｅ

図１　【ＷΛＴ様式 １

１
１

－
・－－
↑
・
Ｉ
ｉ－

一
旦

唇

③

而

－

ド

印

ｿ ・

ll

閔2

‐‐
曲

・

Ｌ

・

’
　
　
一

②

●　　 ㎜ ■㎜

一 一

ｒ

Ｆ

－
’ゆ
Ｌ

・

－

・

－

④
一 一 一

↑－

｜

棚

ふ =

Ｗ

ド
Ｌ
　

”
一一一一一 一一
Ａ Ｔ 様 式 ２

一 一 一

-

－ 一 一 一 一

」

クラス水準の得点処即法として く標準）Ｐ－Ｐグラフ分り?か巾心であるがここでは触れない（佐

伯。1981 等の文献参照）。ただグラフパターンについてのみ触れる。

現在まで同定されたＰ－Ｐグラフパターンには Ｍ? 、nt! 、111気lv ・ とある。それはＰ －Ｐグ

ラフ上の諸点をユークリ､ｙド距離でクラスター分析（汚通ぱ 私c･法゛）をし。ちょうどクうスタ

ーが３個にな､=､たところでILめて、そのときのクラスターパターンで↑:曹iする。授業の成功度（学

習者集団の認知構造を変容させ、授業目4;11に近付ける£11抑 の轟い噸は、|１１．Ⅲ型、 口11の順で

ある。また、lv型は、人体ぱ 高い”のだ力喝 別な条件で起こるので、解釈は刈に行うことにな-
ｊ

ている。図３でこれらを示` 1゙。

実際は上のＪ゙ターン分析と変容係数β､、β、（筆=aの文部省Ｈ同報告（佐肛1983 ）p14 ～

19 を見よ）や胞な円等を総合的に拿1晰 して行う。

次にキーワードの抽出と内μ構造の決定について惣ｍに触れておく。ilえば、救科むから抽出す

るときはアメリカの先行研究の方法をl ’アメリカ式j と仮にｊ‘うことにする。このフメリカ式とは

出現』可数を数えて抽出、内邦構造の決定は、教科j;の中の文々からII’t接決定することになる。これ

に刹し、ja理分析を主とする抽出法と決定法を「日本式 」と」’うことにする。“ふくらまＬ教4『

等の教科名のない増合は授繋口標（これは指i!;案を作る時必ず必要）の命題群を６とにして、1;の

方法に準じて行う。これはｉ 然日本式になる。初七名 にはアメリカＪｕqa 械的で易しくて適してい

ることを付け加えておく。

３ 包

ｓｓ（被験こａ）は岩手大でy:孜yr学部学生（研究１）と’I刀禰｡･？li（研究２）を川いた。

（研究 １）ｓｓは教介学郎幾何学||受講の.IEとして３年次学生で、テ削･ はｌｗΛＴ様丿馴 とl恥!;
－

２を･1¶:前［デスＨ］:1 9 8 71q;5J ‾j8［j］と・μ後（5J1 2 2 1 1）と行った、、

教科書は槌hi・佐伯北著「基礎Jll呈：幾何学」（函 りI;版）で|い元は「射彰幾舛学」のXbl切の部

分であｰ･､た。キーワードは （4j 影幾何学、②射取や問、仙丹1次咋揉、匈ユ一グリー。ド空1謁、ｓ 射

彰座標、（E詞ヽj彰変換、収）咽 と、（餅顛 総 点、の8J であｰ･た。これらをむとにして、１ｗＡＴＩぶ式
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図３　（標準〉Ｐ－Ｐグラフ ターン咬式図

１と様式２の２種類の用紙｡を作った。ＳＳの配置を表１に示す。

麦１　教ずけy:部ＳＳの配置
" 一 一- 一一- 一

事IIりｌ

様式１　 印X;2

男

女

計

Q
　

Ｃ
０
　

７１

８

８

６１

巾:後 Ｔ

様式１　 様式２

1ａ
　

」
Ｑ
　

ｏＩ

N
　

Ｃ
Ｏ

１０

一 一 」７

χ

一 一･　　・ン

）　　　　　 Ｘ

５

ＳＳの人数が皆異なるので、各応答敢を人致で割り１００を乗じた標準化した値のデータを川い

て処理した。･t哺jT で様式１を受けたＳは事後Ｔでは必ずしも様式１を受けてるわけではなく様式

２を受けているから知れない。このようにＳＳの事前と事後の割り当ては全く独立にかつランダム

になされている（研究２も同じ）。

キーワード数が８個だから、全体の隣接ｎ所数は２８筒浙になる。これら２８簡所の応答数の標

準化した変数を川いて、賀前Ｔの様式１の男掟と様式２の男女別と、各の全体での様式 】と２の変

数６個、史に凛後Ｔのデータの変数６制の介計１２変数につき硲lq｛胴 係数を計算した。結果は、

これらの殆ど£咄咄 関検定で有意にな･､た。そこで、特に本研究に関係する部分の相関係数のみを

表２と表３に示す。図巾の記号i 、i:!、iiH ま、それぞれ、5 ％、1 ％、0.1％の危農串で有意

になることを示している。
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人2 ･1廂Ｔの応 切 と曝式２

のｷll瀾係駄と無HM 検定
＝ ａ ・ ■ ｋ ＝ ゜ ＝

･J幽－I･- ら-j 』－1
1彫 り

●４ ● ７ －

様式 ２

ｿ1　　 な　　 叶

男　55 材本.75料転72 材t

な　.57**i.7 豺*t 、79糾ﾈ

汁　.64 材* ，79ttl ，791(料

(dM6)

λ３　･|唯Ｔのほ式１と応り

のｷ11関係数と圖 川U検定
－ Ｉ　 Ｗ Ｗ Ｉ　 ＝

1以 ２

I べI ■〒II 二¶･|･･ 』･
陵
丿
処

－ － －　 ● ㎜ ■ ■ ■ ㎜

外　　女

外.46t .30

女.5 琳.44*

計.5 琳乱 ｍ

(dr,26)

● ● ・ Ｊ ｌ ｉ ｉ

計
-
.46t

.60 科*

、6豺林

（研究２）ｓ ｓは.I厚 儒 竃気 ご μ1･ど;u 子:じ 召1 の １年次学 生で、 線形代数 の受講生である。 テ

ス1 はヽＩｗ ＡＴ 様式 １と様式 ２を 事前 く5jj8 日） と巾･撮（５月22LI ） と行った。

教科 仲は佐伯 ・金沢・横手北著1･μ 礎課 程：繰形 代駁| （森北出版 ）で 吻i; は「行列式l であ っ

た。 キーワ ードは（1）行列式、 勿巡 江- 一次方 程式。 ③1日II旧 ﾀﾞI］、g ）行 列、⑤ クラメルの公式、 ⑥皿換、

⑦行列式の屁間、⑨余伺 子、の8; きで あり た。 こ れらを もとにして、！ｗΛＴ様式 １と様式２の２

Ｒ 填の川紙を作った。ｓ ｓの配ir’1を表４にjj≒j･。

●-

表4　 工学部ＳＳの配置

'1rlRＴ

;Ｕ 叫

IU子科

計

様式１
-
１９

18

37

様式２
-
25

21

伺

事後Ｔ

隣式 １
-
23

15

38

様式 ２

23

23

46

ここでも隣接箇断は２８であり、研究ｌの増介の男女をそのまま電訊と電子の2 科に変ｉ れぱ事

|狗と１後で１２の変数がある。これら外変数の間で胡究１と同じように･H扁を測べた。結果は本研

究に関係する部分のみを友５と表６に示す。

研究｜と２を通して昆たとき、表２、表３、表５、裏６のlj角線が様式１と２の比較の部分にな

るが、無桐S図 淀で総て有意になったことは著しい結果である。特に。研究２の方は鎗て0.1 ％の

危験弔で有意になったことは著しい。

また、研究１と２でそれぞれ内･容構造を決定L 、lj　P グラフを作り、最短距躍法、最長距離法、

･E41ヽ法でクラスター分析をして、11‥11グラフバターンを訣定した結9.11、クラ

人５　･同口 の吸式１と応り

のJH川係数と1琳 陶検定

41気

様式z卜穴子
・

－

－

1瓜
丿
刳

㎜.皿I' ㎜■I　・･㎜　　　 ■㎜
屯 気　 屯 子　 計

.741: 材 ，591 材.71* 神

.691( 対.71tt4 .7Uit

,d　j420乱73Hi.82 材ﾈ

(d口6)

表6　 ’j賎.Ｔの様式１と既式２

の椙関係数とj絹 川 検定
W-- →1 〃卜|哺-･･-･･ 四XW 四

様 式1

様JI;2

峨気　 心l‘･　1 ¶･

‘iu気　.75材*.5 村林.73t**

瞰f　.73 林1.78 牡iへ781嚇

計　 ，79til.77*材.8 μ材

(,1r 26)
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スターに賦する点が、分析法により１個く･らい異なるものがあｰ､たが、吸､ｕ でl,様式２ ｅｌ,総て

u】型にな-jた。ここでt,様式１と２が同じ結果になることが示されている。

その他の所見としては、ll学部の場介（教が7 部はｓｓの数が少ないのでか 、卜した）、111後Ｔ

になってt,、 様式Ｉではj;少“位i゙ |効ｒ がａ つているように腿えること、1お1;2 の方の|に Ｐグ

ラフが様式Ｉのそれよりも少し優れているように1､!えること等が指摘できる。

４ 皿

本研究では、数学におけるＩｗＡＴの様式１と様式２で、似たｓｓにテストした砧果同じような

結果が得られるか否かを確かめることが目的であった。上述の結果から、ｓｓとしてだ μl五をとり、

数学において、一一応「ＩｗＡＴはａ式１を用いても、様式２を用いても結眼はほぼ同じである」と

言えることになった。もとより、他のｓｓ（小学生とか、中学生等）では分からないが、今までの

経験からや晰 して、他のｓｓや他の教科でもこの結梁はある印 吏外挿されるむのと期待している（今

後の研究ａ唱 ）。

ここで述べた方浹の外にＩｗＡＴの個人ごとの得点法がある。それについての比較は行わなかっ

た。俐人ごとの得11咄 は、もともと安定性の観点からは多少問題があるし、ｓｓの学校繩別でも差

があるので、ここでは避けて、安定性のあるクラス水準のＩｗＡＴ得点処叩法に簾づいて、それも

主観の多少人る内容構造ではなく、全隣接箇所で比較したわけである。
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ｉｎ ｌｔｅｓｔｉｎｇ　ｉｎ５ｔ：ｒｕｍｅｎｔｓ　ａｎｄ ｔｈｅ　ｌ,ＷＡで ｈａｓ ｂ ｅｅｎ ｃｏｎｓｉｄｅｒｅｄ ｔｈａｔ　ｔｈｅｒｅ

ｉｓ　 ｌｉｔｔｌｅ　 ｄｉｆｆｅｒｅｎｃｅ　 ｃｆ　 ｔｗｏ　 ｖｅｒｓｉｃｎｓ ．　ｌｎ　 ｔｈｅ　 ＰＩ：ｅｓｅｎｔ　 ＰａＰｅｒ ．　ｔｈｅ

ａｕｔｈｏｒ　 ｈａｓ　　５ｔｕｄｉｅｄ　 ｔｈｅ　 ｄｉｆｆｅｒｅｎｃｅ ，　 ａｎｄ　 ｈｅ　 ｈａｓ　 ｆｏｕｎｄ　 ｔｈａｔ　 ｔｈｅ

ｄｌｆｆｅｒｅｎｃｅ　ｏｆ　ｔｗｏ　ｖｅｒｓｉｏｎｓ　ｉｓ　ｌｉｔｔｌｅ ．
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